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本
年
二
月
十
八
日
の
麻
生
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
サ
ハ
リ
ン
訪
問
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
一
二
三
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

本
年
二
月
十
二
日
付
の
産
経
新
聞
一
面
に
、
「
首
相
、
十
八
日
サ
ハ
リ
ン
訪
問

露
帰
属
を
容
認
？

実
利
優
先
主
義
に

危
惧
も
」
と
題
す
る
記
事
（
以
下
、
「
産
経
記
事
」
と
い
う
。
）
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
中
に
「
麻
生
首
相
は
資
源
開
発
へ
の

協
力
関
係
の
構
築
を
通
じ
て
北
方
領
土
問
題
の
進
展
を
図
る
た
め
に
サ
ハ
リ
ン
訪
問
を
決
断
し
た
が
、
帰
属
未
確
定
の
サ
ハ

リ
ン
へ
の
首
相
訪
問
は
、
日
本
の
間
違
っ
た
外
交
姿
勢
を
伝
え
る
場
に
も
な
り
か
ね
な
い
と
危
惧
す
る
声
が
あ
が
っ
て
い

る
。
」
、
「
こ
う
し
た
複
雑
な
事
情
を
抱
え
る
サ
ハ
リ
ン
だ
が
、
『
帰
属
の
決
ま
っ
て
い
な
い
サ
ハ
リ
ン
を
首
相
が
訪
れ
る

こ
と
で
、
ロ
シ
ア
や
日
本
国
民
に
誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
』
と
い
う
外
務
省
内
の
懸
念
を
押
し

切
る
形
で
、
首
相
は
訪
問
を
決
断
し
た
。
」
と
書
か
れ
た
箇
所
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
前
回
質
問
主
意
書
で
、
政
府
、
特

に
外
務
省
内
に
お
い
て
、
今
次
の
麻
生
総
理
に
よ
る
サ
ハ
リ
ン
訪
問
が
、
我
が
国
の
間
違
っ
た
外
交
姿
勢
を
伝
え
、
ロ
シ
ア

や
我
が
国
の
国
民
に
誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
意
見
が
あ
る
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁

書
」
で
は
「
御
指
摘
の
よ
う
な
懸
念
や
意
見
が
外
務
省
内
に
あ
る
と
は
承
知
し
て
い
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い

る
。
右
答
弁
で
、
麻
生
総
理
が
サ
ハ
リ
ン
を
訪
問
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
懸
念
や
意
見
が
、
外
務
省
内
に
あ
る
と
は
承
知
し

一



て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
主
体
は
誰
か
。
右
答
弁
は
、
麻
生
総
理
が
主
語
の
答
弁
か
。

二

外
務
省
と
し
て
、
「
産
経
記
事
」
に
あ
る
様
に
、
今
次
、
麻
生
総
理
が
帰
属
の
決
ま
っ
て
い
な
い
サ
ハ
リ
ン
を
訪
問
す
る

こ
と
が
、
我
が
国
の
間
違
っ
た
外
交
姿
勢
を
伝
え
、
ロ
シ
ア
や
我
が
国
の
国
民
に
誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
に
な
る

と
す
る
懸
念
、
意
見
を
有
し
て
い
た
か
。

三

二
〇
〇
五
年
十
一
月
四
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
三
第
三
九
号
）
で
は
、
二
〇
〇
一
年
に
在

ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
日
本
国
総
領
事
館
が
設
置
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
「
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
を
州
政
府
所
在
地
と
す

る
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
及
び
こ
れ
を
承
継
し
た
ロ
シ
ア
連
邦
の
行
政
区
画
で
あ
る
サ
ハ
リ
ン
州
は
、
我
が
国
企

業
が
参
加
す
る
大
規
模
資
源
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
等
に
よ
り
多
数
の
邦
人
が
進
出
す
る
等
、
邦
人
保
護
等
の
領
事
事
務
の

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
た
。
政
府
と
し
て
は
、
我
が
国
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に
基
づ
き
、
千
島
列
島
及
び
我
が

国
が
千
九
百
五
年
九
月
五
日
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
の
結
果
と
し
て
主
権
を
獲
得
し
た
南
樺
太
に
対
す
る
す
べ
て
の
権
利
、
権

原
及
び
請
求
権
を
放
棄
し
て
お
り
、
そ
の
帰
属
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
る
立
場
に
な
い
こ
と
、
我
が
国
が
こ
れ
ら
の
地
域

に
つ
い
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に
基
づ
き
す
べ
て
の
権
利
、
権
原
及
び
請
求
権
を
放
棄
し
て
以
降
、
ソ
ビ
エ
ト
社

会
主
義
共
和
国
連
邦
及
び
こ
れ
を
承
継
し
た
ロ
シ
ア
連
邦
が
継
続
的
に
現
実
の
支
配
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
ロ

二



シ
ア
連
邦
以
外
の
い
か
な
る
国
家
の
政
府
も
領
有
権
の
主
張
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
千
島
列
島
及
び
南
樺
太

を
含
む
地
域
を
管
轄
地
域
と
す
る
在
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
日
本
国
総
領
事
館
を
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が

な
さ
れ
て
い
る
。
サ
ハ
リ
ン
の
帰
属
先
に
つ
い
て
は
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
政
府
が
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
は
、

こ
れ
ら
の
地
域
の
最
終
的
な
帰
属
に
つ
い
て
規
定
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
最
終
的
な
帰
属
は
未
定
で
あ
る
と
の
立
場
で
あ

る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
通
り
現
在
も
未
定
で
あ
る
。
右
答
弁
か
ら
す
る
と
、
政
府
と
し
て
、
サ
ハ
リ
ン
は
ロ
シ
ア
が
現
実

的
に
支
配
し
、
事
実
上
ロ
シ
ア
領
と
見
な
さ
れ
る
状
態
に
あ
り
、
今
後
我
が
国
と
し
て
、
サ
ハ
リ
ン
の
管
轄
権
等
を
我
が
国

が
求
め
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
も
の
と
思
料
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

四

在
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
総
領
事
館
が
設
置
さ
れ
た
際
、
我
が
国
と
ロ
シ
ア
と
で
交
わ
さ
れ
た
交
換
公
文
は
ど
の
様
な
も

の
か
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

在
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
総
領
事
館
の
設
置
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
承
認
を
受
け
て
行
わ
れ
た
も
の
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を

求
め
る
。

六

歴
代
在
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
総
領
事
の
ア
グ
レ
マ
ン
（
外
国
か
ら
の
外
交
使
節
を
接
受
す
る
に
際
し
て
、
異
議
な
く
同

意
す
る
旨
の
意
思
表
示
）
は
と
っ
て
い
る
か
。

三



右
質
問
す
る
。

四


